
 

４．現場発生土を使用して製造した「還土ブロック」の改修工事への実装 

Implementation of “Renewable Soil Block" manufactured using on-site soil for renewal construction 
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□ 目的 

名古屋支店の改修工事において，日本古来の版築技術による室内壁を実装した。通常の施工法における版築は，

型枠の組立て，突固め，脱型を繰り返すことによって構築されるため，施工には多大な時間と作業スペースを要す

る。本工事においては，施工期間の短縮や他業者の作業スペース確保などのため，版築をプレキャスト化（版築は後

に自然に還すことができるという意図のもと「還土ブロック」（特許出願中）と称す）することを考案した。 
□ 概要 

還土ブロックに使用する土の収縮ひずみに関して，土の粒形や生コン用細骨材混合による改善効果を検討した。

また調湿性能の測定，表面塗布材による表面性状の検討，さらに還土ブロックを組積した室内壁の構造安全性に

ついて，壁の面外方向載荷による耐震性の検証を行った。 
名古屋支店に適用した還土ブロック壁（芋目地）の全景

を写真－１に示す。土の収縮率改善のために石灰砕砂を

混合することで図－１に示すように土の収集率が低減で

きること，図－２に示す吸放湿特性から還土ブロックは

調湿建材の基準を満足していることなどが確認できた。

また，写真－２に示すように面外方向への載荷（地震荷重

として 1.5G 相当）の結果，図－３に示す残留変位が生じ

たものの，馬目地壁および芋目地壁とも，還土ブロック自

体の脆性的な破壊や壁の損傷は認められなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 結論 

還土ブロックに使用する土の物性および品質の確認と還土ブロックを組積した実大壁試験体による構造安全性

の検証の結果，粒度分布を調整した土に石灰砕砂を混合することで収縮率が低減できること，還土ブロックは調

湿建材の基準を満足するとともにシラン系表面含浸材の塗布が表面保護に有効であること，また，馬目地壁およ

び芋目地壁とも，1.5G 相当の地震力に対して十分な構造安全性を有していることなどが確認できた。 
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図－１ 土の収縮率の改善状況 

図―２ 還土ブロックの調湿性能測定結果 
写真－1 還土ブロックによる芋目地壁の全景 

写真―２ 馬目地壁試験体への面外荷重載荷状況 
図－３ 実大壁に積載した重量と鉛直変位 

 

５. 名古屋支店で採用された左官土壁工法の耐火性能に関する検証 

Verification of fire resistance of the plastering soil wall construction method adopted in the Nagoya branch 

                      荒木 朗＊１  山﨑 順二＊１ 
 

□ 目的 

淺沼組では，2021 年度に「ReQuality」という名称で建設リニューアルに関わるブランドを立ち上げた。そのフラッ

グシップとして，先日竣工を迎えた淺沼組名古屋支店の全面改修工事を行ってきた。同工事では，自然素材を含めさ

まざまな素材がリサイクルやアップサイクルされ，仕上げ材料として用いられている。本報ではその中の一つである，

作業所で掘削時に排出された土を利用して，壁に塗り付ける仕上げを行う「土壁左官工法（内壁）」に着目し，その耐

火性能を検証した。 
 

□ 概要 

土は自然素材であり，古くから建築物の仕上げに幅広く使われてきた材料である。また，①燃焼しにくい，②調湿

作用や蓄熱性，脱臭効果がある，③吸音性や遮音性に優れている，④アレルゲンとなり得る化学物質を放散しない，

⑤独特な質感・風合いを持つ，などのすぐれた性質を持つとされている。 
一方，現在の建築基準法において，土という建築材料は防火材料として分類されていないため，内装制限が適用さ

れる箇所などへの使用には留意すべきと考える。 
そこで本報では，「土壁左官工法」による土壁が火災に遭遇した場合にどの程度の耐火性能を有するかを，不燃材料

の認定試験に準じた手法でその性能の確認を行った。耐火性能の試験は，発熱性試験とガス有害性試験の 2 種類であ

る。 
写真－１に名古屋支店 RN.の土壁の仕上げ状況写真を，図－１に発熱性試験の測定結果の一例を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真－１ 名古屋支店 RN. のエントランスホール         図－１ 発熱性試験結果（SW100-2） 

 

□ 結論 
 左官土壁工法の耐火性能を，不燃材料の認定試験で行われている 20 分間の発熱性試験と，15 分間のガス有害性試

験により検証した結果，名古屋支店 RN.の土壁は不燃材料に相当する性能を有するということが確認できた。 
 土壁を仕上げるにあたって欠かすことの出来ないわらすさは，単体では非常に燃え易い可燃物であるが，土に練り

込まれている状態では，一部燃焼し始めて発熱量に寄与しているものの，20 分間の試験時間内に着火してしまうこと

はなかった。 
 また，塗厚を薄くして１層で仕上げるような場合においても，不燃材料相当の耐火性能を有することが確認できた。 
同様に下地に木摺を設けた場合では，内部でゆるやかに木摺の燃焼が始まり炭化が進むことが確認されたが，20 分

間の試験時間内に着火することはなく，不燃材料相当の耐火性能を有する事が確認できた。 
 ガス有害性試験結果については，木摺りの有無や下地の塗材の違い，わらすさ量の変化に関わらず，不燃材料に相

当する安全性を有することが確認できた。 
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▽▽判判定定基基準準値値  
発発熱熱速速度度≦≦220000kkWW//㎡㎡（（1100 秒秒以以上上））  
総総発発熱熱量量≦≦88MMJJ//㎡㎡  
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